
「最終講義」と京ちゃん 

 
 私の「最終講義」が 2 月 22 日（土）2 時から、学部でいちばん大きい 201 教室で行

われた。 

卒業生が撮ってくれた写真にみられるように、寒さ厳しい土曜午後にもかかわらず、

学部生や院生、卒業生、教職員、市民の方など大勢の人に来ていただいた。この日まで

は、どれだけの人に参加してもらえるか不安であったが、続々と教室に入ってくる人を

みて、まずは感激したものである。私にはもったいないほどの、35 年の教員生活の「卒

業式」にふさわしい催しとなった。「最終講義」については写真を交えて書きたいこと

が山ほどあるが、ここでは京ちゃんについて書くことにしたい。 

 

 
 

 下記の投稿は 3 月 18 日の中日新聞朝刊「発言」欄に掲載されたものである。これを

読んでもらうと、京ちゃんとの出会い、「最終講義」と京ちゃんというレポートの表題

がわかってもらえると思う。「最終講義」の最後に、どんどん新聞に投稿して「発言」

しようと訴えたが、それを自ら実践したわけである。掲載日には、朝早くから新聞の到

着を待ち、京ちゃんご家族が一緒に「発言」を読んだという。あとからメールで知って、

それこそ感謝、感激したものである。 

 京ちゃんは元気に学校に通って勉強している。授業の様子や水泳の練習など、メール

で写真を送ってもらうと、なんだか元気が出てくる。「京ちゃんブログ」から、３年に

なってからの朝の登校の様子がわかる。このブログには、「最終講義」のことも写真付

きで詳しく紹介されている。また、京ちゃんとご家族の「歩み」、京ちゃんの成長を知

ることができる。昨年に続いて、今年の大学祭にもぜひ来てもらいたい。その時は一緒

に大学祭をじっくりと見学したい。今から大学祭（市大祭）が楽しみである。 

                             （2014 年 7 月 31 日） 



 

 

 


